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1. 制御棒駆動機構の耐震評価の概要

制御棒駆動機構（以下，「ＣＲＤ」という。）は，耐震Ｓクラス設備であり，機能要求と

しては，「クラス１の耐圧バウンダリ」と「スクラム機能」を有する。「クラス１の耐圧バ

ウンダリ」と「スクラム機能」に対するそれぞれの耐震評価方針について，以下に整理す

る。 

2. 「クラス１の耐圧バウンダリ」に対する耐震評価

ＣＲＤは，クラス１の耐圧バウンダリの機能を有するＣＲＤハウジングに取り付けられ

る。ＣＲＤ本体のクラス１の耐圧バウンダリとしては，フランジ部がその機能を有するこ

とから，当該部に対して添付書類「Ⅵ-2-6-3-1 制御棒駆動機構の耐震性についての計算

書」において耐震評価を実施している。 

3. 「スクラム機能」に対する耐震評価

スクラム機能要求に対する規格基準の要求としては，ＪＥＡＧ４６０１-1987 に示され

ており，以下記載となっている。 

「制御棒及び制御棒駆動装置については，地震時に制御棒が安全上要求される時間内に

炉心内に挿入されることをもって，機能維持を確認する。」 

当該記載を踏まえ，従来より，地震時に制御棒が安全上要求される時間内に挿入される

ことを確認することにより，ＣＲＤのスクラム機能維持を確認している。具体的には，制

御棒の挿入性試験において，模擬燃料集合体を強制加振させることにより，所定の変位と

加振振動数を与え，地震を模擬した状態で制御棒をスクラム挿入させている。添付書類「Ⅵ

-2-6-2-1 制御棒の耐震性についての計算書」において，燃料集合体の相対変位が約 40mm

及び加振振動数約 5～6Hz における制御棒挿入性試験で，７５％ストロークスクラム時間

が，安全上要求される 1.62 秒以内であること及びＣＲＤが健全であることを確認してい

る。この燃料集合体の相対変位の約 40mm を地震時における許容変位量とした場合，島根

原子力発電所第 2号機の地震時における燃料集合体の相対変位は，この値を満足すること

を確認している。 

また，スクラム挿入試験においては，燃料集合体の相対変位に着目して実施している。

この試験方法により，スクラム機能の評価を行っていることについては，既工認における

スクラム機能の評価方法と今回の設工認間で同様である。

燃料集合体の相対変位について着目した試験を実施している理由は，燃料集合体は上端

を上部格子板，下端を炉心支持板で支持されており，そのスパン長は約 4m となり柔構造

であることに対して，その他の挿入経路である制御棒案内管及びＣＲＤは，燃料集合体に

比べて構造的に剛であり，地震により生じる変位が燃料集合体に比べて小さいため，制御

棒案内管及びＣＲＤにおける制御棒挿入時の接触による抵抗力は，燃料集合体部分と比べ

て小さく，地震時において制御棒の挿入経路に与える影響は軽微であるためである。 

各構造物の固有周期を表 1に示す。表 1に示すとおり燃料集合体が最も固有周期が大き

く，振動特性からも地震時に変位が生じやすい構造である。 
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表 1 各構造物の固有周期 

構造物 固有周期（秒） 

燃料集合体 0.204 

制御棒案内管 0.066 

制御棒駆動機構 

（制御棒駆動機構ハウジング） 
以下 

4. 制御棒駆動機構の耐震評価方針

ＣＲＤの機能要求である「クラス１耐圧のバウンダリ」及び「スクラム機能」のうち，

「クラス１の耐圧バウンダリ」は 2項のとおりⅣ-2-6-3-1「制御棒駆動機構の耐震性につ

いての計算書」で，「スクラム機能」は 3項のとおりⅣ-2-6-2-1「制御棒の耐震性について

の計算書」で評価している。 




